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研究成果の概要： 
  「リスクの経済学」が学問として市民権を得たのは、比較的最近の 1980 年代のことである

が、その起源は非常に古く 18 世紀のアダム・スミスの時代にまで遡ることが可能である。本

研究においては、かかる「古くて新しい学問」の成立と発展の歴史について、その背景となる 

社会的基盤事情と関係づけて体系的に解明することを目指した。 

 本研究を推進するために、数々の国際・国内学会・研究会・ワークショップに参加した。ご

く近い将来に、集大成の単著『リスクの経済思想』（ミネルヴァ書房）を公刊する予定である。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００６年度 1,200,000 0 1,200,000 

２００７年度 1,100,000 330,000 1,430,000 

２００８年度 900,000 270,000 1,170,000 

年度  

  年度  

総 計 3,200,000 600,000 3,800,000 

 
 
研究分野：経済学 
科研費の分科・細目：経済学史、経済思想 
キーワード：リスク、情報、経済思想、保険文化、新しい経済学 
 
１．研究開始当初の背景 

 我々はリスクの時代の住人であり、過去幾

多の経済危機に直面してきている。だが、本

研究の開始当初において、リスクの経済学の

成立と発展の歴史について、その背景となる 

社会基盤事情と関係づけて体系的に解明す

る研究は、内外の学会において非常に稀有で

あった。 

 
２．研究の目的 

 本研究の目的は、リスクの経済学の成立と

発展の歴史を現代的視点から論じること、特



にその歴史的・社会的・文化的事情を学際的

に明らかにすることである。問題の時代区分

としては、未明期（1700 年ごろまで）、始動

期（1700 年～1940 年）、発展期（1940 年～

1970 年）、成熟期（1970 年～2000 年）、再生

期（2000 年頃以降）という五段階に分け、

かつ将来に残された課題にも言及すること

を目指している。 

 
３．研究の方法 

 本研究活動のためには、リスクの経済学の

発展の五つの段階（未明期、始動期、発展期、

成熟期、再生期）のそれぞれについて、膨大

な資料収集、文献複写、整理作業が要求され

る。この作業を円滑に行うために、複数の短

期雇用者を常時雇用することを必要とした。 

 
４．研究成果 

 本研究成果は、さまざまな国際学会・国内

学会・シンポジウム・ワークショップなどに

おいて研究報告し、内外の学術雑誌に発表す

ることができた。とりわけ、中国・東北財経

大学での招待講演（2006 年 9 月および 07 年

9 月、大連）、The Kadota Fund International 

Forum 2008 での招待講演（2008 年 12 月、

京都国際会館）等は、研究上非常に有意義な

会合であった。集大成の著作として、『リス

クの経済思想』（ミネルヴァ書房）の近時公

刊を予定している。 
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